
市
で
は
、
５
月
11
日
(月)
か
ら
「
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
対
策
室
」

を
設
置
し
ま
す
。
地
域
や
町
内
会
で

共
同
防
除
を
行
う
際
、
薬
剤
付
き
の

動
力
噴
霧
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま

す(

貸
し
出
し
は
平
日
の
み)

。
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
は
、
土
崎
支
所
、
新
屋

支
所
の
ほ
か
、
各
町
内
会
の
代
表
の

か
た
も
保
管
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ア
メ
シ
ロ
防
除
対

策
室
大
町
分
室
q
(23)
３
０
６
１
、
公

園
維
持
課
内
の
対
策
室
q
(66)
２
１
４

２
手
形
字
中
谷
地
10
番
地(

手
形
第
二

保
育
所
東
と
な
り)

に
、
新
た
に
市
民

菜
園
24
区
画
を
設
け
ま
し
た
。
野
菜

や
花
を
育
て
る
土
地
の
な
い
ご
家
庭

に
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。
１
区
画

約
20
㎡
で
、
１
家
庭
に
１
区
画
ず
つ
。

５
月
20
日
(水)
か
ら
12
月
末
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
「
市
民

菜
園
利
用
申
し
込
み
」
と
、
住
所
、

氏
名(
フ
リ
ガ
ナ)

、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
５
月
15
日
(金)(

必
着)

ま

で
、
〒
０
１
０
―
８
５
６
０
秋
田

市
役
所
農
政
課
。
申
し
込
み
は
１

家
庭
１
通
に
か
ぎ
り
ま
す

利
用
者
の
決
定

５
月
18
日
(月)
午
前

10
時
か
ら
手
形
第
二
保
育
所
で
公
開

抽
選
、
あ
わ
せ
て
応
募
者
全
員
に
抽

選
結
果
を
郵
送
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

農
政
課
農
産
係
q

(66)
２
１
１
５

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
か
た
で
、
ま
だ
児
童
手
当
を

受
け
て
い
な
い
か
た
を
対
象
に
、
新

規
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
す
る
と
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
申
し
込
み
方
法

は
、
広
報
あ
き
た
４
月
24
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
総
務
担
当

q
(66)
２
０
７
２

15
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
市
民
を
対

象
に
、
姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
パ
ッ

サ
ウ
市
に
派
遣
す
る
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
交
流
団
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
人
数
は
一
般
か
ら
４
人
、

競
技
団
体
か
ら
８
人
。
自
己
負
担
額

は
22
万
円(

旅
行
申
請
手
続
き
の
費
用

は
除
く)

。
体
育
課
で
募
集
要
領
を
さ

し
あ
げ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
読
ん

で
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

派
遣
期
間
と
内
容
　
７
月
24
日
(金)
か

ら
８
月
２
日
(日)
ま
で
。
ス
ポ
ー
ツ
交

流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す

●
申
し
込
み

５
月
22
日
(金)
ま
で
、

(財)
市
体
育
協
会
事
務
局
q
(66)
２
２
４

７(
体
育
課
内)

水
道
局
で
は
、
一
定
の
期
間
を
経

過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え

て
い
ま
す
。
５
月
上
旬
か
ら
11
月
下

旬
に
か
け
て
、
市
内
全
域
に
、
指
定

工
事
業
者
の
担
当
者
が
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
局
給
水
課
量

水
器
係
q
(23)
８
４
３
２

次
の
地
区
計
画
の
原
案
を
５
月
20

日
(水)
ま
で
の
平
日
、
都
市
計
画
課
で

お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
地
区
計
画
＝
外
旭
川
小
谷
地
地
区

計
画
、
下
新
城
中
野
地
区
計
画
、
広

面
谷
内
佐
渡
地
区
計
画
、
楢
山
石
塚

谷
地
地
区
計
画
、
仁
井
田
福
島
地
区

計
画
、
桜
台
地
区
計
画
、
仁
井
田
本

町
地
区
計
画
、
下
浜
桂
根
地
区
計
画
、

下
浜
羽
川
地
区
計
画

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
q
(66)

２
１
５
２

市
で
は
こ
の
ほ
ど
緑
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
「
秋
田
市

緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
も
と
に
、
緑
化
の
重
点

地
区
を
定
め
、
公
園
の
緑
化
率
の
向

上
を
は
か
る
な
ど
、
緑
の
創
出
や
保

全
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

概
要
版
は
公
園
維
持
課
、
土
崎
支
所
、

新
屋
支
所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

公
園
維
持
課
q
(66)

２
１
５
４

秋
田
市
の
統
計
書
、
平
成
９
年
度

版
「
統
計
か
ら
見
た
伸
び
ゆ
く
秋
田

市
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。
秋
田
市
の

自
然
環
境
・
産
業
・
経
済
・
文
化
・

福
祉
な
ど
各
分
野
に
わ
た
る
統
計
資

料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
１
冊
２
千

300
円
。
市
役
所
地
下
の
売
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
調
査

統
計
担
当
q
(66)
１
９
６
４

市役所からの�

INFORMATION

新
し
い
市
民
菜
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

緑
の
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

市
の
統
計
書
を
刊
行

パ
ッ
サ
ウ
市
へ
の

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団

参
加
者
を
募
集

児
童
手
当
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

緑
の
大
敵
ア
メ
シ
ロ
の

退
治
を
お
早
め
に

地
区
計
画
の
原
案
を

お
見
せ
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
作
業
に
ご
協
力
を

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
…
黄
褐
色
の

毛
虫
が
、
桜
・
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
カ
エ

デ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
に
群
生
し
て
、
樹

木
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。
放
置
し
て

お
く
と
樹
木
全
体
を
食
い
荒
ら
す
の

で
、
早
期
防
除
が
大
切
で
す
。

グリーンメイクを

国民生活基礎調査に
ご協力ください

グリーンメイクは下水処理で生

じる有機物を有効利用した肥料。

菜園や花壇の追肥に最適です。お

求めは市コンポストセンター(御所

野事業所内)かＪＡ秋田市生産生活

センター(泉字道田)へどうぞ。１

袋15kgで283円(消費税込み)。市

コンポストセンターでは１袋325

円で宅配もしています。
●宅配申し込み・問い合わせ
市コンポストセンター

q(39)６８７３

保健や医療、福祉、年金など
厚生行政の基礎資料を得るた
め、６月４日を調査日として平
成10年国民生活基礎調査を行い
ます。市内では、約1,800世帯、
5,000人を対象に、世帯と健康
に関することをうかがいます。
対象の世帯には、５月中ごろ

から、調査員が調査のお願いに
うかがいますのでご協力をお願
いします。

●問い合わせ
保健総務課q(37)９２１０

千
秋
公
園
の
鐘
楼
近
く
の
階
段

を
上
る
と
、
本
丸
の
静
か
な
木
立

の
な
か
に
、
茶
室
「
宣
庵
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
庭
に
置
か
れ
て
い

る
船
形
を
し
た
大
手
水
鉢
。
長
さ

約
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六
十
四
セ

ン
チ
、
高
さ
約
九
十
一
セ
ン
チ
。

花
こ
う
岩
を
く
り
抜
い
た
も
の

で
、
重
さ
は
約
十
ト
ン
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
手
水
鉢
は
、
豊
臣
秀
吉

の
時
代
、
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
た

加
藤
清
正
が
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
り
、

秀
吉
に
献
上
し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
阪
城
内

に
あ
っ
た
も
の
を
石
田
三
成
の
は

か
ら
い
で
、
佐
竹
氏
に
贈
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
竹
氏

が
常
陸(

茨
城
県)

か
ら
秋
田
に
国

替
え
に
な
っ
て
も
、
こ
の
十
ト
ン

の
大
手
水
鉢
は
、
は
る
ば
る
秋
田

の
地
へ
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

当
初
、
大
手
水
鉢
は
東
根
小
屋

町(

現
・
中
通
六
丁
目)

に
あ
っ
た

佐
竹
氏
分
家
の
東
家
の

屋
敷
に
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
明
治
以
降
、
土

崎
の
越
中
谷
家
の
所
有

と
な
っ
て
い
た
も
の
を

昭
和
六
十
一
年
に
市
が

購
入
し
、
宣
庵
の
庭
に

据
え
ま
し
た
。

戦
国
の
時
代
、
大
陸

か
ら
大
阪
、
最
後
に
は

秋
田
へ
と
、
武
将
た
ち

の
手
か
ら
手
へ
と
渡
っ

た
と
い
う
大
手
水
鉢
。

張
ら
れ
た
水
に
ど
ん
な

歴
史
ド
ラ
マ
を
映
し
出

し
て
き
た
の
か
、
水
面

を
の
ぞ
い
て
み
て
も
、

い
ま
は
ひ
っ
そ
り
と
佇

む
だ
け
で
す
。

菜園や花壇に

1

■４■

意外に
知られていない
スポット

千秋公園

歴史ドラマを
映し出す

大
お お

手
ちょう

水
ず

鉢
ば ち

せ
ん
あ
ん

お
お
ち
ょ
う
ず

ば
ち


